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研究人材の育成
大学院修了からPI初期まで



アット・ザ・ヘルム
自分のラボをもつ日のために
キャシー バーカー (著) 
濵口道成(翻訳)

ラボ・ダイナミクス―
理系人間のためのコミュニケーションスキル
カール・M. コーエン (著) 
スザンヌ・L. コーエン (著) 
濵口道成、三枝小夜子(翻訳),

PI:研究者のリーダーになる為に
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名古屋大学若手育成プログラム
(Young Leaders Cultivation:YLC)

優秀な博士課程修了者のキャリアパス確立

益川先生、下村先生等ノーベル賞学者との
交流

2段階審査、分野を越えた選考と研究交流

海外留学を義務化

若手研究者（35歳以下）の育成

毎年度15名程度を学内公募し、3年任期の
年俸制教員として採用

若きリーダーを育てる名古屋大学の独自戦略

下村脩（ノーベル賞受賞者）
先生による指導
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世界トップレベル・若手の研究特区拠点
WPI: Institute of Transformative Bio-Molecules

新進気鋭の研究者
集団による若手研
究者の育成。
平成24年10月採択
時
平均年齢42歳
Mixed Lab
英語による指導



国境を越える博士人材の育成

名古屋大学の試み
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ハノイ医科大学
（バクマイ病院）

フエ医科薬科大学
（フエ中央病院）

ホーチミン医科
薬科大学

（チョーライ病院）

1

名古屋大学内視鏡センター
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博士人材の就職支援
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名古屋大学に限定せず、全国のポスドク・博士課程の学生を支援
個別面談を中心としたパーソナルケアの実施

名大ビジネス人材育成センター（B-jin)のキャリア支援名大ビジネス人材育成センター（B-jin)のキャリア支援
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名古屋大学のポスドクのキャリアパスの状況名古屋大学のポスドクのキャリアパスの状況
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企業と大学の連携：

On the Job Trainingによる

企業型開発人材

起業家精神の育成
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Center of Innovation: COIプログラムCenter of Innovation: COIプログラム

39



COI プログラムのマネジメント体制COI プログラムのマネジメント体制
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COIの３つのビジョン
（10年後の日本が目指すべき姿）

COIの３つのビジョン
（10年後の日本が目指すべき姿）
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平成25年度発足のCOI 12拠点平成25年度発足のCOI 12拠点

42



名大COI「多様化・個別化社会イノベーションデザイン拠点」
～高齢者が元気になるモビリティ社会～

名大COI「多様化・個別化社会イノベーションデザイン拠点」
～高齢者が元気になるモビリティ社会～

◆プロジェクトリーダー：江崎 研司（トヨタ自動車(株)）
◆研究リーダー：小野木 克明（名古屋大学）
（中核機関）名古屋大学

（参画機関）政策研究大学院大学、東京藝術大学、東京工業大学、東京農工
大学、愛知県立大学、愛知県、豊田市、産業技術総合研究所、理化学研究
所、旭硝子(株)、(株)デンソー、(株)東芝、トヨタ自動車(株)、(株)豊田中央研究
所、パナソニック(株)、富士通(株)

【概要】

持続可能な高齢社会実現のために、高齢者が年齢格差、地域格差、個人差な
く活き活きと生活し活動できることが不可欠である。ひとつの実現手段として、
高齢者が自らの意思で移動できるモビリティの創出がある。このモビリティによ
り、高齢者の活動量が増加し、社会参画も促進されます。このような｢高齢者が
元気になるモビリティ社会」を本拠点ではめざします。

高齢者が【安全に、安心に、楽しく行こう】と思えるクルマ、そのクルマに乗って
【町にでよう】となる情報サービス、その町で【元気にいこう】と言える社会参画の
しくみの社会実装をめざします。

【実現の鍵となる研究開発テーマ】
１．ドライバーと協調して事故を回避する運転知能
・高齢者の事故多発／苦手シーンでの環境理解・規範ドライバ行動生成
・交通社会ダイナミックマップ
・高齢者特性に基づく能力低下を補償する運転支援方法
２．個人に最適化されたモビリティ安心／安全技術
・運転時の生体情報を取得する検知技術
・ドライバモニタリング・支援システム
３．個人に最適化されたヘルスケア・情報システム
・健康モニタリングと疾病リスク抽出
・生活行動の理解・予測
４．イノベーション創出手法・体系
・ビジョン創造手法
・社会実装手法 43



名古屋COI拠点
イノベーションにつなげる人づくり・場づくり

トヨタグループ パナソニック東芝 富士通

学生

産学協同
研究室

大学
研究室

未来社会創造機構＝COIなど産官学連携で推進する１４研究室
イノベーション創出は教育からはじまる（イノベーションDNA）

学生 学生 学生

工学研究科 医学系研究科環境学研究科 情報科学研究科 教授が移動

専任研究者移動

海外大学の
博士後期学生

を
組織的に
リクルート

卒業後
各国の
親日派

スパーエリート
として活躍

海外からの学生
（特にアジア地域） 全国からの学生

日本全国へ人材輩出

イノベーションのすべては「人」からはじまる。
イノベーション人材育成とは、創造マインドと起業マインドの双方をもつ人材の育成

（イノベーションDNA プロジェクト）
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写真１．先行超小型モビリティのベンチマーク会 写真２．先行超小型モビリティのベンチマーク会

イへノベーションにつなげる人づくり・場づくり
パーソナルモビリティSIDC FOR タイでの実証実験
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大学改革：私の視点
林深則鳥棲、水広則魚游（貞観政要）

大学改革：私の視点
林深則鳥棲、水広則魚游（貞観政要）

1. 「良質の科学」と「才能の開花」は、多様な価値観と文化の土壌の中で育まれる。

2. 伝統に根ざす発展が肝心：自由な発想を支える対等な人間関係、若手研究者の自立
を促す研究指導、強じんな精神力を育む文化、研究者への粘り強い支援こそ名大の
宝。名大の文化を発展させるものとして国際化がある。

3. 持続可能社会を実現する人材、国境を越えて生きる人材を育成する今日的使命を、
大学は持つ。

4. 中部の活力を大学の力に、大学の展開力を中部の活力に。自動車産業等の持つ活
力を大学の研究に転換。大学に医薬品・医療機器開発の柱を立て、中部の産業活性
化に転嫁。

みんなの憧れる大学を！

まとめにかえて


